
市税　（42.7%）
80 億 8103 万 3 千円

地方交付税等（19.1%）
36 億 3629 万 2 千円

国県支出金（27.3％）
51 億 7418 万 7 千円

繰入金（3.9%）
7 億 3851 万 8 千円

市債　（3.4%）
6 億 4610 万円

市民税、固定資産税、軽自
動車税など

地域間の財源の格差を少な
くするために国税の一部が
地方に交付されるお金

市が行う事業に対して国や
県から交付されるお金

基金の取り崩し金や他の会
計から繰り入れるお金

その他（3.6%）
6 億 7387 万円
施設使用料や財産収入、寄附
金、前年度からの繰越金など

公的機関や銀行などから借
りるお金

特別会計
歳入・歳出

国民健康保険 41 億 7600 万円
後期高齢者医療 6 億   600 万円
介護保険 28 億 7900 万円
墓地 4400 万円
水道事業会計
収益的収入 9 億 2600 万円
収益的支出 8 億 3200 万円
資本的収入 2 億 5800 万円
資本的支出 6 億 2000 万円
公共下水道事業会計
収益的収入 11 億 8700 万円
収益的支出 12 億 8300 万円
資本的収入 7 億 3300 万円
資本的支出 11 億 8900 万円

市税
・市民税

34 億 6840 万円
・固定資産税
34 億 9973 万 3 千円

・軽自動車税
1 億 5370 万円

・市たばこ税
4 億 5670 万円

・都市計画税
5 億 250 万円

地方交付税等
・地方交付税

20 億 3230 万円
・地方消費税交付金

13 億円
・地方譲与税

1 億 3899 万 2 千円
・利子割等交付金

1 億 3800 万円
・環境性能割交付金

2000 万円
・交通安全対策特別交付金

700 万円 
その他
・分担金及び負担金

9983 万 3 千円
・使用料及び手数料

9729 万 6 千円
・財産収入

2545 万 9 千円
・寄附金

3510 万 1 千円
・繰越金

１億円
・諸収入

3 億 1618 万 1 千円

歳入の各項目の内訳

性質別グラフ

一般会計

歳 出
一般会計

歳 入
189億5000万円

人件費（16.5%）　
31 億 2461 万 7 千円

扶助費（29.0%）　
54 億 9703 万 6 千円

公債費　（10.2%）
19 億 3472 万 3 千円

普通建設事業費（7.6%）
14 億 4625 万 2 千円

物件費・維持補修費
補助費等（29.8%）
56 億 4432 万 6 千円

その他（6.9%）
13 億 304 万 6 千円

報酬や給与などに必要な費
用

生活保護の対象者、高齢者、
児童、心身障害者などに行
う支援に必要な費用

市債の償還（返済）に必要
な費用

道路や公共施設の建設事業
に必要な費用

道路や施設を管理するため
に必要な経費、他の団体へ
の補助金など

【内訳】積立金（1 億 874 万
4 千円）貸付金（1213 万 4
千 円 ） 繰 出 金（11 億 7216
万 6 千円）予備費（1000 万
円）災害復旧費（2 千円）

歳出目的別グラフ

民生費（46.1%）
87億3446万4千円

商工費 1 億 6908 万 9 千円
議会費 1 億 6907 万 3 千円
農林水産業費

8579 万 3 千円
労働費 2160 万 1 千円
災害復旧費・諸支出金・予備費

1000 万 3 千円

教育費（12.3%）
23億3236万2千円

公債費（10.2%）
19億3472万3千円

土木費（7.7%）
14億6217万1千円

総務費（8.8%）
16億6996万8千円

衛生費（8.7%）
16億4038万5千円

消防費（3.8%）
7億2036万8千円

その他（2.4%）
4億5555万9千円

特別会計などの予算

予
算
編
成
の
基
本
方
針

市
第
二
次
総
合
計
画
の
一
年
目
と
な

る
今
年
度
予
算
で
は
、
総
合
計
画
に
定

め
る
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
従

来
の
予
算
編
成
方
法
を
見
直
し
、
計
画

の
柱
と
な
る
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
」「
野
々
市
フ
ァ

ン
の
拡
大
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
の

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
引
き
続
き

「
財
政
健
全
化
集
中
取
組
期
間
」（
令
和

５
年
度
ま
で
）
と
し
て
、
経
常
収
支
比

率
（
※
１
）
の
改
善
と
財
政
調
整
基
金

（
※
２
）
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。
経
費
の
削
減
と
合
わ
せ
て

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
充
実
な
ど
、
新

た
な
財
源
の
確
保
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
１   

経
常
収
支
比
率
…
市
税
な
ど
使
途
が
限

定
さ
れ
て
い
な
い
収
入
の
う
ち
、
人
件

費
・
扶
助
費
の
よ
う
に
毎
年
支
払
う
経
費

令
和
４
年
度

野
々
市
市
の
予
算

市
第
二
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
！

令和４年度の
予 算・ 新 規
事業説明会の
様子を市公式
YouTubeで公
開しています。

企画財政課　☎ 227 ー 6031前年比
-0 . 3 %

（

≒

固
定
費
）
に
使
う
割
合

※
２   

財
政
調
整
基
金
…
市
の
貯
金
。
財
源
不
足

に
備
え
て
剰
余
金
を
積
み
立
て
、
災
害
時

な
ど
の
予
期
し
な
い
支
出
に
備
え
て
い
ま
す

市
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
定
め
る

最
上
位
の
計
画

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
指

針
と
な
る
市
第
二
次
総
合
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
将
来
の
発

展
に
向
け
て
、
令
和
4
年
度
か
ら
令
和

13
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
本
市
の
取
り

組
む
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
た
も
の
で

す
。
計
画
の
策
定
に
は
、
行
政
だ
け
で

な
く
、
市
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

加
わ
り
、
10
年
後
の
将
来
都
市
像
や
、

そ
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
市
民
協
働

で
策
定
し
た
総
合
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
本
紙
と
と
も
に
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

計
画
書
の
本
編
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
企
画
財
政
課
窓
口
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
つ
の
基
本
姿
勢

計
画
で
定
め
る
将
来
都
市
像
の
実
現

に
向
け
て
具
体
的
な
施
策
を
進
め
て
い

く
に
あ
た
り
、
全
て
の
施
策
に
共
通
す

る
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
、
次
の
３
点

を
大
切
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

第二次総合計画
本編 URL

　市民の力で、コンパ
クトなまちの中に魅力
が詰まった『インパク
トシティ』にしていく
ことで、自分が野々市
市民であることにプラ
イドを持つことができ、
ますますまちづくりに
参加したくなるような、
かがやきあふれる野々
市市を目指します。

▼
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

幅
広
い
分
野
に
お
い
て
市
民
と
行
政

と
の
間
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
定
着

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
、
市
民
や
団
体
、
事
業
者
な
ど
の
多

様
な
主
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進

し
ま
す
。

▼
野
々
市
フ
ァ
ン
の
拡
大

市
を
応
援
し
て
く
れ
る
「
野
々
市

フ
ァ
ン
」
を
増
や
す
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

将来都市像
これからの都

ま ち

市のビジョン

かがやき無限大
みんなでつくる
インパクトシティ
ののいち

特集　　令和４年度　市の予算
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子育て支援課　☎227－6076

介護長寿課　☎227－6067

　富奥・押野・御経塚保育園に生ごみ処理機を設置
し、園児が資源循環について学べるようにします。

　市域を越えた取り組みとして（石川中央都市
圏）、認知症高齢者にＩＣタグを身に着けてもら
い行方不明の早期発見を図ります。

市民生活課　☎227－6052

　飼い主のいないネコの不妊・去勢手術を行う団
体の活動に対し、経費の一部を補助します。

小さな命を守る 体験から学ぶ

高齢者の安全を守る

予算額
10万円

予算額
17万9千円

予算額
９万7千円

基本目標１ だれもがまちづくりの担い手となり、自信をもってアピールできるまち

基本目標２ 心のかよう福祉のまち

基本目標３ みんなで取り組む安全・安心なまち

基本目標４ 環境を考え、みんなで行動するまち

市第二次総合計画に掲げる「市民協働のまちづくり」「ＳＤＧｓの推進」「野々
市ファンの拡大」という３つの基本姿勢を実現する予算編成を行いました。計画
に定める基本目標ごとに、主な取り組みを紹介します。

令和４年度の主な事業を紹介します

企画財政課　☎ 227－ 6028

　市内の大学や連携協定を締結した事業者と連携
し、SDGs の啓発活動などを行います。

持続可能なまちのために
予算額
200万円

SDGs 啓発推進

地域猫活動団体補助金

地域振興課　☎ 227－ 6121
生涯学習課　☎ 227－ 6122

北国街道まちづくり基本計画に基づき、郷土資
料館の民間運営に着手します。

歴史資源を活用したまちづくり
予算額
1030万円

北国街道にぎわい
創出プロジェクト

子育て支援課　☎ 227－ 6077

　要保護児童の対応業務を電子化、関係機関との
連携強化と迅速化を図り、対象児童や家庭への対
応の質を向上します。

子どもを守る
予算額
150万円

児童相談システムの導入

認知症高齢者地域
見守りネットワーク

環境循環システム
活用事業

生涯学習課　☎227－6117

市民協働課　☎227－6056

　市内全小中学校に地域学校協働活動推進員を配
置し、家庭・地域・学校が連携して子どもの成長
を支えます。

　LINE や動画を活用した情報発信を行い広報活
動を充実します。

教育総務課　☎227－6162

企画財政課　☎227－6028

地域振興課　☎227－6160

　タブレット端末に授業支援ソフトを導入し、よ
り効果的な学習と学力向上を目指します。

　定型的な業務を自動化するソフトウェア導入と
市民窓口のデジタル化で、業務の効率化や市民の
利便性向上を目指します。

　市観光物産協会と連携し、創業予定者がチャレ
ンジできる機会を提供、市内への立地を促します。

確かな学習と学力の向上

デジタル技術の更なる活用

挑戦できるまち

まち全体で子どもたちを育む

情報発信の多様化

予算額
1685万8千円

予算額
2700万円

予算額
50万円

予算額
628万5千円

予算額
154万5千円

基本目標5 あらゆる世代が交流しながら、生涯にわたって学び、楽しめるまち

基本目標7 くらし充実　快適がゆきとどくまち

基本目標８ 多くの人に魅力が知られ、安心して長く暮らせる、市民みんなが支えるまち

基本目標6 みんなが働きたくなる、活気のあるまち

授業支援システムの導入

土木課　☎227－6023

　流域治水の観点から、水田の貯留機能を生かし
た流出抑制効果を検証する実証実験を行います。

雨に備える
予算額
500万円

田んぼダム実証実験

庁内ＤＸの推進

ののいち創業マルシェ

コミュニティ・スクール
の導入

保険年金課　☎227－6071
介護長寿課　☎227－6067
健康推進課　☎248－3511

　医療と介護データの分析を通じて重症化予防な
どを強化し、市民の健康寿命延伸を図ります。

健康で長生きを目指す
予算額

191万7千円

ののいち健康長寿
プロジェクト

土木課　☎227－6086

　新庄雪捨て場の改良による排雪トラックの動線
確保とGPS を活用した除雪車両管理システムの
導入により効率的な除雪体制を目指します。

雪害に備える
予算額
475万円

除雪体制の強化

広報活動の拡充

特集　　令和４年度　市の予算

7　広報野々市　2022．4月号 広報野々市　2022．4月号　6




